
「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」へ  あなたもご加入下さいへ  あなたもご加入下さいきれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために
きれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために

　

川
崎
公
害
裁
判
が
１
９
９
６
年
に
被
告
13
企
業
と
勝
利
和
解
し
て
か
ら
19
年
、
国
・
首

都
高
速
道
路
公
団（
旧
）と
全
面
和
解
を
し
て
16
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
勝
利
の
力
を
患
者
会
・
原
告
団
、
弁
護
団
、
支
援
団
体
の「
三
者
の
団
結
」

に
あ
っ
た
と
確
認
し
、
裁
判
終
結
後
の
運
動
を
①
公
害
被
害
者
の
完
全
救
済
②
公
害
の
根

絶
③
環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り
の「
三
つ
の
課
題
」に
定
式
化
し
て
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
等
と
の
間
で
は
、
裁
判
の
和
解
条
項
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
協
議
機
関
と
し

て「
道
路
連
絡
会
」が
設
置
さ
れ
、
毎
年
川
崎
南
部
地
域（
川
崎
区
、
幸
区
）の
公
害
根
絶
・

環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
川
崎
市
と
は
、「
道
路
連
絡
会
」の
補
完
機
関
と
し
て「
検
討
会
」が

設
置
さ
れ
、
川
崎
市
が
管
理
す
る
幹
線
道
路
や
川
崎
駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね（
現
在
ま
で
に
38
回
）、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
提
案
を
行
な
い
、
一

つ
一
つ
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

公
害
被
害
者
の
完
全
救
済

環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り

公
害
の
根
絶

「三つの課題」の到達点と「三つの課題」の到達点と今後の課題今後の課題今後の課題
公
害
被
害
者
の
完
全
救
済

環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り

公
害
の
根
絶

①	「
川
崎
市
成
人
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
助
成

制
度
」の
実
現（
２
０
０
７
年
1
月
施
行
）。

　
　

従
来
は
旧
公
害
指
定
地
域
で
あ
っ
た
川

崎
区
と
幸
区
の
み
が
助
成
対
象
の「
要
綱
」

を
条
例
と
し
て
七
行
政
区
全
域
に
拡
大
。

こ
れ
に
よ
り「
小
児
ぜ
ん
そ
く
患
者
医
療

費
支
給
制
度
」（
20
歳
未
満
対
象
、
無
料
）

と
合
わ
せ
、
全
国
初
の
全
市
・
全
年
齢
対

象
の
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
助
成
制
度
を

実
現
。
同
時
に
患
者
1
割
負
担
の
導
入
や

対
象
疾
病（
ぜ
ん
息
の
み
）・
治
療
内
容

に
制
限
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
改
善
運

動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

②	「
横
浜
ぜ
ん
息
患
者
の
救
済
を
め
ざ
す
会
」

の
結
成（
２
０
１
４
年
10
月
）と
条
例
制

定
を
め
ざ
す
横
浜
市
議
会
へ
の
署
名
運

動
の
展
開
。

③	

国
の「
新
た
な
大
気
汚
染
公
害
被
害
者
救

済
制
度
」の
実
現
を
め
ざ
し
て「
50
万
人

署
名
運
動
」（
国
会
請
願
署
名
）を
推
進
し
、

２
０
１
０
年
10
月
か
ら
14
年
5
月
ま
で

に
3
回
の
署
名
提
出
と
国
会
議
員
の
参

加
を
え
て
、
院
内
集
会
を
開
催
。

　
　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
衆
・
参
の
環
境
委

員
会
で
不
採
択（
署
名
提
出
数
38
万
筆
、

紹
介
議
員
数
最
高
時
62
人
）。
そ
の
た
め
、

再
度
の
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
、
い
ま
全

国
の
公
害
患
者
会
が
医
療
機
関
の
協
力

の
下
、「
ぜ
ん
息
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

①	

大
気
汚
染
を
改
善
す
る
た
め
大
型
車
を

住
民
が
住
ん
で
い
な
い
臨
海
部
に
誘
導

す
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実

施
に
む
け
た
運
送
業
者
・
ド
ラ
ー
バ
ー
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
。

②	

新
た
な
公
害
発
生
源
と
な
る
道
路
建
設

に
反
対
す
る
運
動（
高
速
川
崎
縦
貫
道
、

川
崎
港
臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
）。

③	

大
気
汚
染
規
制
の
強
化（
自
動
車
排
出
ガ

ス
測
定
局
の
増
設
、
Ｐ
Ｍ
2.5
測
定
体
制
の

強
化
）、
NO2

測
定
運
動
の
充
実
。

④	

川
崎
市
役
所
本
庁
舎
前
の
大
気
汚
染
電

光
表
示
盤
撤
去
に
反
対
し
、
再
設
置
を
求

め
る
た
た
か
い
。

　
　
「
大
気
汚
染
か
ら
人
の
生
命
と
健
康
を
守

る
決
意
を
示
す
象
徴
」と
し
て
１
９
７
１
年

に
設
置
さ
れ
た
大
気
汚
染
電
光
表
示
盤
を

２
０
１
３
年
1
月
川
崎
市
が
一
方
的
に
撤

去
。
再
設
置
さ
せ
る
た
た
か
い
が
続
い
て

い
ま
す
。

①	

国
道
15
号
の
改
善（
川
崎
区
）

　
　

歩
道
の
拡
幅
、
歩
道
と
自
転
車
道
の
分

離
と
直
線
化
、
5
万
5
千
本
の
植
栽
帯
の

設
置
、
川
崎
公
害
裁
判
和
解
の
記
念
碑
の

建
立
と
記
念
樹
の
植
樹
。

②	

国
道
1
号
の
改
善（
幸
区
）

　
　

片
側
3
車
線
の
2
車
線
化
、
削
減
し
た

1
車
線
分
を
歩
道
の
拡
幅
と
歩
行
者
自

転
車
道
設
置
、
多
摩
川
大
橋
の
歩
道
拡
幅

（
1.5
Ｍ
→
3
Ｍ
）な
ど
沿
線
10
ヵ
所
以
上

の
改
善
を
実
現
。

③	

川
崎
駅
周
辺
の
環
境
整
備

㋑
駐
輪
場
問
題
―
歩
道
上
の
違
法
駐
輪

の
撤
去
と
駐
輪
場
の
新
増
設
。
自
転

車
附
置
義
務
条
例
の
制
定（
２
０
０
５

年
4
月
施
行
）。

㋺
川
崎
駅
東
口
広
場
の
改
善
―
歩
行
者

の
地
上
平
面
横
断
の
実
現（
２
０
１
０

年
度
）。
大
型
交
差
点
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
化
。
北
口
改
札
口
と
東
京
寄
り
東

西
自
由
通
路
の
設
置（
工
事
中
）。

㋩
川
崎
駅
前
地
下
街「
ア
ゼ
リ
ア
」の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化

（
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
増
設
な

ど
）。

④	

府
中
街
道
・
南
河

原
架
道
橋
下
の
車

線
を
2
車
線
か
ら

1
車
線
に
削
減

し
、
車
道
の
両
側

に
一
方
通
行
の
自

転
車
専
用
道
を
整

備（
川
崎
区
と
幸

区
の
境
）。

⑤	

産
業
道
路
、
首
都
高
速
横
羽
線
の
環
境
改

善（
車
線
削
減
、
植
樹
帯
整
備
、
遮
音
壁

設
置
、
低
騒
音
舗
装
、
裏
面
吸
音
板
設
置
、

光
触
媒
、
土
壌
浄
化
シ
ス
テ
ム
設
置
の
試

行
）。

⑥	「
公
害
・
環
境
、
健
康
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
」（
写
真
・
左
）

　
　

市
民
の「
環
境
」意
識
の
向
上
、「
環
境
」

教
育
の
前
進
を
め
ざ
し
て
１
９
９
９
年

6
月
に
第
1
回「
フ
ェ
ス
タ
」を
川
崎
駅

東
口
地
下
街「
ア
ゼ
リ
ア
」サ
ン
ラ
イ
ト

広
場
で
開
催
。
以
来
、
毎
年
開
催（
第
11

回
か
ら
は
JR
溝
ノ
口
駅
前
広
場
で
開
催
）。

今
年
が
21
回
目
、
そ
の
時
々
の
公
害
・
環

境
情
勢
を
適
確
に
把
握
し
た
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
舞
台
な
ど
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑦	「
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
」作
文
・
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル

川
崎
市
、
教
育
委
員
会
、
各
新
聞
社
の

後
援
を
得
て
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

に
参
加
を
よ
び
か
け
、
最
高
時
は
1
千
点

も
の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
次
世
代

を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が
、
公
害
・
環
境
問

題
や
将
来
の
川
崎
の
ま
ち
の
在
り
方
に
関

心
を
深
め
、
そ
れ
を
作
品
と
し
て
表
現
す

る
す
ば
ら
し
い
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す

（
今
年
が
12
回
目
）。

　

川
崎
公
害
裁
判
が
１
９
９
６
年
に
被
告
13
企
業
と
勝
利
和
解
し
て
か
ら
19
年
、
国
・
首

都
高
速
道
路
公
団（
旧
）と
全
面
和
解
を
し
て
16
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
勝
利
の
力
を
患
者
会
・
原
告
団
、
弁
護
団
、
支
援
団
体
の「
三
者
の
団
結
」

に
あ
っ
た
と
確
認
し
、
裁
判
終
結
後
の
運
動
を
①
公
害
被
害
者
の
完
全
救
済
②
公
害
の
根

絶
③
環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り
の「
三
つ
の
課
題
」に
定
式
化
し
て
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
等
と
の
間
で
は
、
裁
判
の
和
解
条
項
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
協
議
機
関
と
し

て「
道
路
連
絡
会
」が
設
置
さ
れ
、
毎
年
川
崎
南
部
地
域（
川
崎
区
、
幸
区
）の
公
害
根
絶
・

環
境
再
生
と
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
川
崎
市
と
は
、「
道
路
連
絡
会
」の
補
完
機
関
と
し
て「
検
討
会
」が

設
置
さ
れ
、
川
崎
市
が
管
理
す
る
幹
線
道
路
や
川
崎
駅
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね（
現
在
ま
で
に
38
回
）、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
提
案
を
行
な
い
、
一

つ
一
つ
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

昨年５月の第２０回フェスタのポスター
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「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」へ  あなたもご加入下さいへ  あなたもご加入下さいきれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために
きれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために

　

川
崎
市
が
一
方
的
に
撤
去

川 崎 市 の
成人ぜん息患者医療費助成制度

川 崎 市 の
成人ぜん息患者医療費助成制度

「大気汚染電光表示盤」市庁舎前の「大気汚染電光表示盤」( 大気汚染状況を  市民に知らせる )
( 大気汚染状況を
  市民に知らせる )

大
気
汚
染（
空
気
）は
、
ま
だ
ま
だ
キ
レ
イ
に
な
っ
て
い
な
い

福田市長が「見直し」答弁

川
崎
市
が
一
方
的
に
撤
去

PM2.5（粒径2.5ミクロン以下）

（1ミクロンは1000分の1ミリ）
※環境省の資料を参考に作成

 SPM
（粒径10ミクロン以下）

海岸の小さな砂
（粒径約90ミクロン）

　　　　　　　   人の髪
  （平均直径約 70ミクロン）

PM2.5
粒子比較

た
。川

崎
市
の
提
案
で
は
、
表
示
盤
の
大
き
さ
を
60
イ
ン
チ
の
液
晶
モ

ニ
タ
ー
と
し
、
設
置
場
所
は
第
３
庁
舎
の
柱
の
前
、
表
示
内
容
は
NO2

、

SO2

、
OX
、
SPM
、
Ｐ
Ｍ
2.5
を
数
秒
単
位
で
画
面
に
写
し
、
切
り
替
え
、

市
の
広
報
内
容
も
表
示
す
る
と
し
、
総
額
３
０
０
０
万
円
程
度
か
か
る

と
細
部
に
わ
た
る
説
明
を
し
、
本
庁
舎
前
の
再
設
置
を
求
め
る
患
者

会
に
最
終
的
合
意
を
求
め
て
き
ま
し
た（
２
０
１
４
年
3
月
）。

と
こ
ろ
が
２
０
１
４
年
6
月
の
交
渉
で
患
者

会
が
川
崎
市
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
と
回
答
す

る
と
、
市
は
、
今
度
は
そ
の
提
案
を
突
然
撤
回

し
、
局
長
の
交
代
を
理
由
に
、
こ
れ
ま
で
の
話

し
合
い
の
到
達
点
を
反
故
に
し
ま
し
た
。

川
崎
市
の
態
度
変
更
に
直
面
し
て
私
た
ち
が

再
三
の
交
渉
申
入
れ
を
し
た
の
に
対
し
て「
話

す
こ
と
は
な
い
」と
交
渉
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
意
見
は
聞
く
必
要
が
な
い
と
す
る
こ

の
対
応
は
、
民
主
主
義
を
根
底
か
ら
掘
り
崩
す

も
の
で
す
。

断
じ
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

川崎市の公害（大気汚染）は、汚染物
質が煤塵→SO2 →NO2 →SMPと変
化しつつ、各々改善させてきて、昨今
はPM2.5（微小粒子状物質）が注視さ
れています。
PM2.5はガス（気体）ではなく細かい

粒子（固形物）であり、健康に悪影響を
あたえます。呼吸器疾患（ぜん息等）と
ともに循環器系（心臓・血液）、さらに、
がん発生の原因物質となり、被害は深
刻です。また、PM2.5の発生源は、中
国からの黄砂だけでなく身近の、自動
車の排気ガス中の黒いすす状の物（一時
生成物）やNO2、SO2、アンモニアな
どが太陽光をうけて、合成されてでき
るもの等があります（二次生成物）。企
業活動や自動車の走行で発生します。
環境省は外国よりも遅れて2009年
9月に日本の環境基準を設定し、その
測定器を認定し実態把握をしています
（川崎市では 2014 年 3月末で 18局
中 14局に測定器を設置、有
効測定局11局の環境状況は
全測定局で基準非達成）。
NO2（二酸化窒素）につい
ては、2013年度は池上自動
車排出ガス測定局（川崎区）
を含め測定開始以来、初め
て全局が環境基準を達成し
ました。住民の公害をなく
す運動やNO2 の一斉測定の

継続が自治体に推進させたものです。
しかし、経済活動の変動や気象条件に
よってまだまだ予断を許さず、まして
や、達成したといっても不当に緩和さ
れた環境基準の 0.04 ～ 0.06ppmの
ゾーンの上限値を達成したもので被害
者団体が正しいと主張する旧環境基準
（0.02ppm）を常時達成させるために、
毎年6月と12月の年2回行われてい
る住民の手によるNO2 一斉測定で常
時監視することが重要です。
この住民測定は、行政の施策を動か
しNO2 の減少へとつながり、PM2.5
の原因物質のひとつを減らす力となり
ます。
①PM2.5の測定を市内全局で実施し、
環境基準を達成させよう。
②NO2 の環境基準を 0.02ppmに改
訂して、達成させよう。
③光化学オキシダント濃度、SPMの
環境基準を達成させよう。

２
０
１
４
年
6
月
議
会
の
最
終
日
に
、
三
宅
隆
介

議
員（
無
所
属
）が
、
他
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
患
者
と

の
不
公
平
が
あ
る
と
し
て
、「
成
人
ぜ
ん
息
患
者
医
療

費
助
成
」
条
例
の
見
直
し
（
改
悪
）
を
福
田
市
長
に
迫

り
、市
長
は
そ
れ
に
応
え
、見
直
し
を
約
束
し
ま
し
た
。

見
直
し
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
坂
元
昇
健
康
福

祉
局
医
務
監
が
書
い
た
科
学
的
論
文
の
名
に
値
し
な

い
論
文
で
し
た
。

坂
元「
論
文
」は
①
地
域
別
罹

患
率
と
地
域
別
大
気
汚
染
と
の

相
関
関
係
を
解
析
す
べ
き
課
題

に
つ
き
、
全
市
罹
患
率
を
前
提

に
全
市
の
一
般
測
定
局
の
平
均

測
定
値
を
使
う
と
い
う
誤
り

（
地
域
特
性
の
無
視
）②
今
日
的

課
題
で
あ
る
自
動
車
排
ガ
ス
と

健
康
被
害
と
い
う
観
点
を
無
視

し
て
、
自
動
車
排
ガ
ス
測
定
局

デ
ー
タ
を
排
除
し
て
意
図
的

「
検
討
」を
行
っ
た
誤
り
、
③
各

年
毎
の
累
積
発
生
患
者
と
当
該

年
度
の
大
気
汚
染
濃
度
と
の
関

連
を
検
討
す
べ
き
な
の
に
累
積

罹
患
者
実
数
を
使
う
ご
ま
か

し
、
④
大
気
汚
染
疫
学
に
と
っ

て
不
可
欠
の
疫
学
手
法
の
無
理

解
に
基
づ
く
誤
り
等
々
、
ま
っ

た
く
科
学
的
検
討
に
値
し
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者

会
は
、
直
ち
に
福
田
市
長
に
話

し
合
い
を
、
ま
た
坂
元
医
務
監

に
懇
談
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

市
長
は「
担
当
部
局
と
話
し

合
う
よ
う
に
」と
回
答
。

担
当
部
局
と
は
、
8
月
26
日

に
交
渉
を
持
ち
、
坂
元「
論
文
」

や
制
度
の
創
設
経
緯
を
問
い
質

し
ま
し
た
が
、
科
学
的
説
明
も
で
き
ず
、
つ
い
に
は

回
答
不
能
に
陥
り
ま
し
た
。

問
題
の
震
源
と
な
っ
た
坂
元
医
務
監
は
、
懇
談
申

入
れ
に
、
個
人
的「
論
文
」な
の
で
会
え
な
い
の
一
点

張
り
で
、
腰
が
ひ
け
た
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
自
動
車
排
ガ
ス
公
害
の
全
市
的
拡

が
り
の
な
か
で
、
患
者
会
を
中
心
と
し
た
多
く
の
市

民
の
声
を
集
め
た
請
願
を
川
崎
市
議
会
が
重
く
受
け

止
め
全
会
派
一
致
で
作
り
上
げ
た
制
度
で
す
。

２
０
０
７
年
1
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
２
０
１
４
年

11
月
末
で
、
６
０
２
８
人
の
適
用
患
者
が
い
て
、
今
、

な
お
、
新
た
な
患
者
が
申
請
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
救
済
の
助
成
は
、
ぜ
ん
息
の
早
期
受
診
を

促
し
、
そ
の
結
果
、
病
状
の
悪

化
を
防
ぎ
、
生
活
上
、
就
業
上

の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
川
崎
市

が「
全
国
に
誇
る
宝
」と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
制
度
を
一
個
人
の「
論

文
」と
た
っ
た
ひ
と
り
の
議
員

の
質
問
に
端
を
発
し
て
、
市
長

が
独
断
的
に
改
悪
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

患
者
会
は
市
議
会
各
会
派
と

の
懇
談
を
行
い
、
制
度
の
存
続

の
た
め
に
活
動
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
と
川

崎
医
療
生
協
も
、
見
直
し
反
対

の
陳
情
を
川
崎
市
議
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

他
方
、
現
時
点
の
最
大
の
課

題
は
、
8
月
26
日
の
交
渉
後
、

患
者
会
の
繰
り
返
し
の
申
し
入

れ
に
対
し
、
川
崎
市
が
交
渉
を

拒
否
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

福
田
市
長
は
、
公
害
闘
争
で

私
た
ち
が
使
っ
た「
現
場
主
義
」

の
用
語
を
掲
げ
、
市
民
の
声
を

聞
き
、
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

を
公
約
に
掲
げ
て
い
な
が
ら
、

私
た
ち
と
の
懇
談
会
を
拒
否
し

続
け
て
い
ま
す
。

担
当
部
局
も
自
ら
の
回
答
不
能
を
棚
に
上
げ
、
話

し
合
い
の
余
地
は
な
い
と
交
渉
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
態
度
は
こ
れ
ま
で
の
歴
代
市
長
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

市
民
の
声
を
門
前
払
い
す
る
福
田
市
政
を
心
あ
る

市
議
会
会
派
と
と
も
に
み
ん
な
の
力
で
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

川
崎
市
役
所
本
庁
舎
前
に
は
、
SO2（
硫
黄
酸
化
物
）、
NO2（
窒
素
酸
化

物
）、
SPM（
浮
遊
粒
子
状
物
質
）、
OX（
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
）の
汚
れ
を
市
民

に
知
ら
せ
る
大
気
汚
染
電
光
表
示
盤
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
７
１
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
の
議
会
記
録
を
見
る

と
、
大
気
汚
染
が
激
甚
で
あ
っ
た
川
崎
市
に
あ
っ

て
、
そ
の
根
絶
を
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
解
決
し

て
い
く
決
意
の
表
れ
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。２

０
１
２
年
3
月
患
者
会
は
、
電
光
表
示
盤

の
内
容
に
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
2.5（
微

小
粒
子
状
物
質
）を
加
え
る
よ
う
要
請
し
、
話

し
合
い
が
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

稲
垣
前
環
境
局
長
が
、
話
し
合
い
に
出
席
し
、

こ
の
経
過
を
認
め
た
う
え
で
、
一
方
的
に
撤
去

し
た
こ
と
に
つ
い
て
頭
を
下
げ
て
、
謝
罪
し
、

再
設
置
に
向
け
て
話
し
合
い
が
再
開
さ
れ
ま
し

市役所本庁舎前に設置されていた大気汚染電光表示板
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「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」へ  あなたもご加入下さいへ  あなたもご加入下さいきれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために
きれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために

JR川
崎駅

東口駅
前広場

の

地上平
面横断

が

できる
ように

なりま
した

歩
道
を
拡
げ
て
自
転
車
通
行
帯
を
設
置

公害裁判和解の「記念碑」「記念樹」設置

片側 3 車線 2 車線に片側 3 車線 を2 車線に片側 3 車線 を2 車線に

国道15号の改善15
JR川

崎駅

東口駅
前広場

の

地上平
面横断

が

できる
ように

なりま
した

（自転車道をストレートに 5万5千本の植栽帯）

歩
道
を
拡
げ
て
自
転
車
通
行
帯
を
設
置

公害裁判和解の「記念碑」「記念樹」設置

民
の
声
を
集
め
た
請
願
を
川
崎
市
議
会
が
重
く
受
け

止
め
全
会
派
一
致
で
作
り
上
げ
た
制
度
で
す
。

２
０
０
７
年
1
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
２
０
１
４
年

11
月
末
で
、
６
０
２
８
人
の
適
用
患
者
が
い
て
、
今
、

な
お
、
新
た
な
患
者
が
申
請
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

医
療
費
救
済
の
助
成
は
、
ぜ
ん
息
の
早
期
受
診
を

促
し
、
そ
の
結
果
、
病
状
の
悪

化
を
防
ぎ
、
生
活
上
、
就
業
上

の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
川
崎
市

が「
全
国
に
誇
る
宝
」と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
制
度
を
一
個
人
の「
論

文
」と
た
っ
た
ひ
と
り
の
議
員

の
質
問
に
端
を
発
し
て
、
市
長

が
独
断
的
に
改
悪
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

患
者
会
は
市
議
会
各
会
派
と

の
懇
談
を
行
い
、
制
度
の
存
続

の
た
め
に
活
動
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
と
川

崎
医
療
生
協
も
、
見
直
し
反
対

の
陳
情
を
川
崎
市
議
会
に
提
出

し
ま
し
た
。

他
方
、
現
時
点
の
最
大
の
課

題
は
、
8
月
26
日
の
交
渉
後
、

患
者
会
の
繰
り
返
し
の
申
し
入

れ
に
対
し
、
川
崎
市
が
交
渉
を

拒
否
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

福
田
市
長
は
、
公
害
闘
争
で

私
た
ち
が
使
っ
た「
現
場
主
義
」

の
用
語
を
掲
げ
、
市
民
の
声
を

聞
き
、
市
政
に
反
映
す
る
こ
と

を
公
約
に
掲
げ
て
い
な
が
ら
、

私
た
ち
と
の
懇
談
会
を
拒
否
し

続
け
て
い
ま
す
。

担
当
部
局
も
自
ら
の
回
答
不
能
を
棚
に
上
げ
、
話

し
合
い
の
余
地
は
な
い
と
交
渉
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
態
度
は
こ
れ
ま
で
の
歴
代
市
長
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

市
民
の
声
を
門
前
払
い
す
る
福
田
市
政
を
心
あ
る

市
議
会
会
派
と
と
も
に
み
ん
な
の
力
で
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
11
月
9
・
13
の
両
日
、

川
崎
市
幸
区
内
の
国
道
1
号
の
改
善
計

画
に
関
す
る
住
民
説
明
会
が
、
実
に
12

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の

片
側
3
車
線
を
2
車
線
に
削
減
し
て
、

歩
道
を
拡
げ
、「
歩
行
者
自
転
車
道
」を

設
置
し
ま
す
。
2
車
線
化
す
る
の
は
遠

藤
町
交
差
点
か
ら
都
町
交
差
点
ま
で
の

約
1
㎞
。
歩
道
を
現
在
の
2
ｍ
か
ら
4

ｍ
に
拡
げ
、
自
転
車
と
歩
行
者
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
但
し
、

大
き
な
交
差
点
の
右
折
ラ
イ
ン
は
残
し

ま
す
。
ま
た
歩
道
の
拡
幅
の
た
め
、
東

芝
の
土
地
の
一
部
を
買
収
し
ま
す
。

こ
の
道
路
拡
幅
計
画
は
、
２
０
０
１

年
8
月
に
突
然
浮
上
。
国
は
川
崎
公
害

裁
判
の
和
解
を
口
実
に「
渋
滞
解
消
に

よ
る
大
気
汚
染
の
改
善
が
目
的
」と
、

50
年
前
の
都
市
計
画
決
定
を
持
ち
出

し
、
小
向
仲
野
町
か
ら
尻
手
ま
で
の
2.8

㎞
間
を
現
在
の
幅
員
23
ｍ
か
ら
30
ｍ
に

拡
げ
、
上
下
線
の
両
側
3.5
ｍ
内
の
住
民

に
強
制
立
ち
退
き
を
迫
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
反
対
し
て
住
民
は
、「
川
崎

国
道
1
号
問
題

協
議
会
」を
結

成
し
て
、
川
崎

公
害
病
患
者
と

家
族
の
会
、
弁

護
団
、
川
崎
公

害
根
絶
市
民
連

絡
会
と
連
携
し

て
反
対
闘
争
に

立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

住
民
側
と
公

害
患
者
は「
道

路
拡
幅
は
車
を

呼
び
込
み
大
気

汚
染
を
激
し
く

し
、
和
解
協
定
に
反
す
る
」と
し
て
具

体
的
な
対
案
を
示
し
て
交
渉
を
重
ね
ま

し
た
。
対
案
は
現
在
の
片
側
3
車
線
を

2
車
線
に
削
り
、
削
っ
た
車
線
分
を
緑

地
帯
の
整
備
や
歩
道
の
拡
幅
な
ど
の
改

善
に
あ
て
る
。
同
時
に
大
気
汚
染
の
改

善
の
た
め
、
市
街
地
を
走
る
大
型
車
を

人
が
住
ん
で
い
な
い
湾
岸
地
域
に
誘
導

す
る（
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）、

と
い
う
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
沿
道
の
住
民
は
、
道
路
拡
幅

反
対
と
と
も
に
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
も
と
り
く
み
、
信
号
待
ち
歩
行
者
の

た
め
の「
た
ま
り
場
」の
設
置（
4
ヵ
所
）、

歩
道
の
拡
幅（
5
ヵ
所
）、
公
園
の
整
備

（
2
ヵ
所
）、
等
を
実
現
し
ま
し
た
。

13
年
間
に
お
よ
ぶ
ね
ば
り
づ
よ
い
運

動
に
よ
っ
て
、
国
に
道
路
拡
幅
を
断
念

さ
せ
、
住
民
の
要
求
に
そ
っ
て
道
路
構

造
を
変
え
る
な
ど
全
国
の
典
型
と
な
る

画
期
的
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
し
か

し
、「
30
ｍ
の
都
市
計
画
決
定
」は
現
在

も
生
き
て
い
て
、
再
び「
道
路
拡
幅
」

が
浮
上
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
戦
後

す
ぐ
に
作
ら
れ

た
都
市
計
画
決

定
が
半
世
紀
以

上
も
変
更
さ
れ

ず
、
住
民
の
土

地
利
用
を
制
限

し
、
居
住
環
境

と
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

沿
道
住
民
は

「
都
市
計
画
決

定
」を
撤
回
さ

せ
る
新
た
な
取

組
み
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

国
道
15
号（
川
崎
区
）は
、
東

京
～
川
崎
・
横
浜
を
結
ぶ
経
済
の

基
幹
道
路
で
川
崎
市
内
は
箱
根
駅

伝
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
親
し

み
の
あ
る
道
路
で
す
。
私
た
ち
は

歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
と
緑
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民
が
憩
え
る
国

道
を
め
ざ
し
川
崎
区
旭
町
か
ら
池

田
町
に
至
る
2.5
㎞
を
対
象
区
間
と

し
て
環
境
改
善
を
国
と
共
に
進
め

て
い
ま
す
。
50
ｍ
の
幅
員
の
う
ち

13
ｍ
あ
っ
た
中
央
分
離
帯
を
6
ｍ

に
削
り
、
削
っ
た
７
ｍ
を
両
側
の

歩
道
部
分
に
加
え
、
片
側

10.5
ｍ
の

歩
道
、
自
転
車
道
、
緑
地
の
環
境

施
設
帯
に
つ
く
り
変
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
転
者
道
の

構
造
に
つ
い
て
国
側
と
意
見
が
大

き
く
分
か
れ
、
私
た
ち
が
主
張
し

た
車
道
と
並
行
し
た
ス
ト
レ
ー
ト

構
造
は
実
現
せ
ず
、
国
側
が
公
安

委
員
会
の
意
見
を
採
り
入
れ
た
事

故
防
止（
国
道
と
交
差
す
る
細
街

路
で
の
出
会
い
頭
の
事
故
防
止
）

の
た
め
に
植
栽
に
よ
っ
て
曲
が
り
を
造
っ
た

構
造
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
自

転
車
道
は
私
た
ち
の
意
に
反
し
て
、
小
さ
な

交
差
点
ご
と
に
仕
切
ら
れ
た
格
好
の
大
型

「
放
置
自
転
車
置
き
場
」と
化
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

し
か
し
２
０
１
１
年
11
月
に
自
転
車
専
用

道
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
自
転
車
道
づ

く
り
と
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
国
交
省
・
警
察
庁
基
準（
自
転
車

マ
ニ
ュ
ア
ル
）が
発
表
さ
れ
、
私
た
ち
の
長

年
の
要
求
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
川
崎
国
道
事
務
所
は
、
２
０
１
４

年
度
の
事
業
と
し
て
自
転
車
道
の
改
善
事
業

（
ス
ト
レ
ー
ト
構
造
）の
実
施
を
約
束
し
、

２
０
１
５
年
3
月
末
に
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
こ
の
工
事
の
実
施
に
は
、
国
道
15
号

に
駐
輪
禁
止
地
区
の
指
定
を
行
っ
て
放
置
自

転
車
を
排
除
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
た
め
、
歩
道
上
の
駐
輪
施
設
の
設
置

を
含
め
、
国
は
川
崎
市
と
の
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

な
お
、
故
加
藤
満
生
弁
護
団
団
長
の
筆
に

よ
る「
記
念
碑
」が
こ
の
工
事
に
よ
り
、
新
川

橋
交
差
点
の
駅
側（
ド
コ
モ
前
）の
よ
り
目
立

つ
場
所
に
移
転
と
な
り
、「
記
念
碑
」ま
わ
り

の
植
樹
も
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

中
央
分
離
帯
に
植
樹
さ
れ
て
い
た
故
本
谷
勲

先
生（
日
本
科
学
者
会
議
）寄
贈
の「
記
念
樹
」

高
野
槙
が
仮
死
状
態
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二

代
目
と
し
て「
記
念
樹
」

ク
ス
ノ
キ
が
植
樹

さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

2011年 3月、川崎駅東口駅前広場
の構造が大きく改善され、地上平面
横断によってバス島や銀柳街方面
へ移動できるようになりました。
私たちは裁判後のまちづくりを
追及するため「川崎市との検討会」
（38回）を重ね、東口駅前広場の構
造改善を10年の歳月をかけて実現
しました。東口はアゼリア地下街を通
らなければバス島へも銀柳会側へも行けな
い構造でした。57段の階段を上り下りすることは公害患者はもとより
高齢者、乳母車利用者、その他ハンディキャップを持つ人にとっては
非常に困難なことでした。障害者用の横断歩道やエレベーターは使い
勝手が悪く、私たちの取組みで増設させたエスカレーターも当初設計
の接続に問題があり、途中から階段という中途半端なものでした。
当初市側は私たちの提案に誠意のない回答を繰り返していました
が、市との合同現地視察を行い、粘り強い交渉を続けていく中で平面
横断の社会実験にこぎつけました。そして2010年には改善事業が着
工され、2011年 3月
に完成となりまし
た。3月末の竣工式
には患者会も招待さ
れましたが、3・11
大震災のため、竣工
式は中止。しかし、
平面横断は現在多く
の市民に喜ばれ、利
用されています。

川崎駅東口駅前の全景

川崎公害裁判和解の記念樹

国道1号 2車線化の計画図

地上を平面横断する市民

沿道の環境改善・小向
仲野町の広がった歩道
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「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」「川崎公害病患者と家族の会」へ  あなたもご加入下さいへ  あなたもご加入下さいきれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために
きれいな空気と青い空を　安心して治療し
生活できる制度をつくるために

新たな公害道路は いらない

市
役
所
前
は
解
決
　
　

　
　
次
は
新
川
通
で
す

東扇島から水江町に橋
（１万８千台の大型車）

NO !

「環境・まちづくり」作文、
絵画コンクールのとりくみ

何とかして欲しい！「歩道上の
　放置自転車」

市
役
所
前
は
解
決
　
　

　
　
次
は
新
川
通
で
す

東扇島から水江町に橋
（１万８千台の大型車）

新たな公害道路は いらない
NO ! 国

は
２
０
１
１
年
予
算
と
し
て「
国
際
競
争
力
の
強

化
」の
名
の
も
と
に
川
崎
港
を
含
む
京
浜
港
、
阪
神

港
の
二
港
を
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
と
し
て
機

能
強
化
を
図
る
大
型
公
共
事
業
に
３
１
６
億
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
川
崎
市
で
は
こ
の
事
業
の
川

崎
港
関
連
の
総
事
業
費
と
し
て
今
後
10
年
間
で

１
０
０
０
億
円
支
出
す
る
と
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
量

の
コ
ン
テ
ナ
船
の

来
港
で
大
量
の
荷

捌
き
と
大
量
輸
送

が
必
要
と
想
定
し
、

大
型
車
の
ス
ム
ー
ズ

な
運
行
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
現
在
の

市
道
さ
つ
き
橋
水
江
線
の
終

点
地
点
を
延
伸
し
て
京
浜
運

河
を
渡
り
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
一
体
に
な
っ
て
い
る

「
総
合
物
流
拠
点
地
区
」に
つ

な
が
る
架
橋
、
道
路
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
計
画
で
す
。
自

動
車
走
行
量
の
大
半
は
自
動

車
排
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
大

型
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
、

市
民
生
活
に
必
要
な
生
活
道

路
と
は
全
く
異
な
る
産
業
用

道
路
で
公
害
道
路
そ
の
も
の

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

総
事
業
費
５
４
０
億
円
、

道
路
規
格
は
往
復
4
車
線
で

自
動
車
走
行
量
は
12
時
間
値

約
1
万
8
千
台
が
見
込
ま

れ
、
完
成
時
期
は
平
成
30
年
。

延
長
約
3
キ
ロ
の
工
事
費
は

架
橋
工
事
と
取
付
工
事
が
中

心
と
い
っ
て
も
そ
の
工
事
費

は
莫
大
で
す
。

国
は
事
業
の
目
的
を「
物
流
機
能
の
強
化
」と「
背
後
圏
の

防
災
機
能
の
強
化
」と
し
、
首
都
直
下
型
地
震
発
生
時
に
お

け
る
緊
急
走
路
の
代
替
機
能
性
強
化
と
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
首
都
圏
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
最
も
危
な
い
の

は
埋
立
地
で
形
成
さ
れ
て
い
る
川
崎
臨
海
部
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

２
０
１
３
年
8
月
以
降
、
国
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き

祖母の眼に映る故郷
（中学2年生）

「………あんなに美しく思えた空も川
も、目に見えない放射能が舞い、流れて
いるのかと思うと、美しい風景は一変し、
恐しく感じられるようになったのです。
祖母は、会津の変わらぬ風景を今どのよ
うに感じ眺め
ているのかと
考えると、心
が痛む思いが
します。人々
の便利さを追求するが余り、日本人は、
とり返しのつかない過ちを犯してしまっ
たのではないでしょうか。………」
川崎市内の全小・中学校の

「環境・まちづくり」作文、絵
画コンクールへの参加をよび
かけて、12年になります。
第1回コンクールは、2004
年 3月に表彰式が行われ、今
年で、12回目です。このコン
クールは、川崎から公害をな
くし、心からふるさとと呼べ
るまちづくりのためにがん

公
害
裁
判
の
取
組
み
の
進
行
の
な
か
で
、
国
は
、
１
９
９
８
年
に

「
環
境
時
代
の
政
策
転
換
」
を
提
言
し
た
道
路
審
議
会
の
答
申
を
う

け
、「
よ
り
良
い
沿
道
環
境
の
実
現
の
た
め
に
は
」住
民
の
参
画
と
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
翌
１
９
９
９
年
に
川
崎
公
害

裁
判
は
国
と
勝
利
和
解
し
ま
し
た
。

こ
の「
住
民
参
画
」を
う
け
て
、
川
崎
市
と
私
た
ち
は
協
議
を
開
始

し
、
そ
の
当
初
か
ら
、「
放
置
自
転
車
問
題
」は「
川
崎
駅
前
広
場
の

改
善
」と
同
様
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
特
に
市
役
所
通
り
と
新
川

通
り（
さ
い
か
や
前
）の
歩
道
上
に
は
市
の
暫
定
駐
輪
場
が
設
置
し
て

あ
る
た
め
、
違
法
な
放
置
自
転
車
を
呼
び
込
み
、
混
雑
時
に
は
歩
行

者
は
安
心
し
て
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
は
早
急
に
歩
道
上
の
駐
輪
場
を
撤
去
し
て
本
来
の
歩
行
者

優
先
の
歩
道
と
し
、
さ
ら
に
緑
地
帯
を
作
る
よ
う
毎
回
、
強
く
要
求

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
駐
輪
場
の
絶
対
数
が
足
り
な
い
た
め
、

な
か
な
か
実
施
は
困
難
で
し
た
。撤
去
を
要
求
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

場
所
探
し
の
た
め
に
川
崎
市
と
と
も
に
合
同
現
地
調
査
を
何
度
も
行

い
、
新
た
な
駐
輪
場
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
提
案
が
受
け
入

れ
ら
れ
、
京
急
高
架
下
駐
輪
場
、
ル
フ
ロ
ン
公
園
隣
の
JR
敷
地
内
駐

輪
場
、
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
横
の
駐
輪
場
な
ど
７
カ
所
約
２
０
０
０
台

分
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
11
月「
市
役
所
通
り
と
新
川
通
の
改
善
」の
た
め
の
専

用
自
転
車
道
設
置
に
向
け
、
社
会
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
市
役
所
本
庁
舎
裏
に
約
１
２
０
０
台
分
の
立
体
式
駐
輪
場
が

設
置
さ
れ
、
次
い
で
２
０
１
２
年
4
月
、
市
役
所
通
り
の
歩
道
上
暫

定
駐
輪
場
は
撤
去
さ
れ
、
念
願
の
自
転
車
道
と
分
離
し
た「
安
全
で

広
い
歩
道
」が
実
現
し
ま
し
た
。

歩道上の歩行者と自転車の分離図（市役所通り）

に
乗
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
事
前
の
協
議
が
計

６
回
行
わ
れ
、
私
た
ち
は
協
議
の
た
び
に
、
公
害
環

境
問
題
、
Ｆ
Ａ
Ｚ
関
連
の
貨
物
取

扱
量
の
問
題（
予
測
計
画
量
の
10

分
の
１
）、
防
災
問
題
、
国
道

３
５
７
号
の
先
行
実
施
問
題
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。
公
聴
会
が

２
０
１
４
年
７
月
に
行
わ
れ
、

地
域
住
民
の
原
告
遺
族
と
支
援

団
体
か
ら
建
設
反
対
の
公
述
を

行
い
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
11
月
19
日
に
第
20

回「
道
路
連
絡
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
な
か
で
川
崎
市
と
大
田
区

を
結
ぶ「
羽
田
連
絡
道
路
計
画
」に
国
や
関

係
自
治
体
が
合
意
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

残
土
処
理
問
題
も
浮
上
し
、
改
め
て
ア
セ

ス
の
や
り
直
し
を
強
く
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

大
師
橋
、
多
摩
川
大
橋
が
十
分
機
能
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
数
キ
ロ

の
場
所
に
新
た
な
道
路
を
増
や

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
羽
田

連
絡
道
路
」に
関
し
て
は
す
で

に
日
本
野
鳥
の
会
、
世
界
自
然

保
護
基
金（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）ジ
ャ
パ
ン
、

日
本
自
然
保
護
協
会
の
環
境
3

団
体
が
、内
閣
府
、国
交
省
、県
、

川
崎
市
な
ど
に
計
画
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
大
気
汚
染
の
負
荷
を

増
大
す
る「
東
扇
島
水
江
町
線
」

も「
羽
田
連
絡
道
路
」も
絶
対
に

反
対
で
す
。

ばっている「川崎公害病患者と家族の会」
等の活動として続けられています。その
目的は、次代を担う子どもたちに、公害、
環境問題、川崎のまちのあり方に関心を
深めてもらい、それを作文や絵画で表現
してもらうことです。
川崎市、教育委員会、新聞各社の後援
を受け、各学校の先生方の協力で、毎回

成功裏に行わ
れています。
参加した子ど
もたちに、自
信と喜こびを

与え、現場の先生へのはげましになって
いるものです。毎回、「作品集」を発行し、
希望に応えて配布しています。

臨港道路東扇島水江町線の計画図

「
自
然
と
共
存
す
る
街
」
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